








(Mg3Zn3Al2)の 2 相，あるいはα相とη相，T 相の 3 相域であり，本系合金の過
飽和固溶体の相分解過程として，一般的に以下が提案されている。 
過飽和固溶体 → GP ゾーン → 準安定相η’ → 安定相η (→ 安定相 T) 
η (MgZn2), T (Mg3Zn3Al2 or (Al, Zn)49 Mg32) 
L. K. Bergらは透過型電子顕微鏡(TEM)の観察により本系合金の GPゾーンを，
{100}Al面に平行にZn濃度の高い面と低い面が積層するAuCuⅡ型構造に類似し
た GP(Ⅰ)ゾーンと，{111}Al 面に平行に Zn 濃度の高い面と低い面が積層する
GP(Ⅱ)ゾーンとに分類した。またη’相は{111}Al 面に生じる板状で，母相との方
位関係は (0001)η’//(111)Al, [1010]η’//[110]Al である。η’相の結晶構造は複数報告
されているが，格子定数は多くの報告で共通しており，Al 母相と次の関係があ
る。d1010η’=3d220Al, d0001η’=6d111Al。平衡相ηは六方 Laves相であり，母相との方
位関係，形状の異なる 9 種類のη相が存在することが知られている。T 相は








































および HAADF-STEM観察を行い，η’相に対する Cuおよび Ag添加の影響を明
らかにした。 
第 6章では，第 4章および第 5章の結果を考察して，本系合金の析出過程を
提案し，本系合金の析出に対する Cuおよび Ag添加の影響を明らかにする。 
 
第 7章では，以上を総括する。 
 
